2006年度冬学期　哲学２（野矢）試験
９０分　参照不可　答案用紙：両面１枚

問　次の(1)～(5)から、２問を選んで解答せよ。解答の前には小問番号を明記すること。

(1)「他人の意識（他我問題）」という論題でどのような哲学問題が立てられるかを述べよ。

(2)「記憶と過去」という論題でどのような哲学問題が立てられるかを述べよ。

(3)「経験と知識」という論題でどのような哲学問題が立てられるかを述べよ。

(4)「規範の生成」という論題でどのような哲学問題が立てられるかを述べよ。

(5)「行為と意志」という論題でどのような哲学問題が立てられるかを述べよ。

　※評価は、その哲学問題がどのくらい的確に、かつ深く捉えられているかという点においてなされる。また、評価は「相対評価」であるから、その哲学問題の理解を示すために書けるだけのことは書くこと。もし全員が授業で教師が述べた程度のことは解答したならば、それ以上のプラスαを書いた者が評価Aとなる。なんだかいやな話だが、しょうがない。お試しあれ。

